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起こされて，結局，毛沢東の強い反対で消滅した。1960 年代および 1970 年代の政治運動の中で，
農家請負制を支持した幹部は常に反社会主義のレッテルを貼られて批判の対象となっていた。























造を解体し，郷政府と生産組織を分離させた。1985 年春には，全国 56,000 余りの人民公社が




























たシステムの構築に力を入れた。2006 年 10 月 31 日に全国人民代表大会常務委員会を通過し，









































2013 年 11 月には，耕地面積に占める流動化面積の割合（流動化率）は 26％に達し，家族農場
の平均耕地面積は 200 畝（1 畝は 6.667 アールに当たる）にまで増加した（経済参考新聞，





























































































































1980 年代の郷鎮企業の発展および 1990 年代から始まった工業化・都市化の急速な進行は，
根本的に農民の就業方式，生活様式を変化させている。国家統計局が公表した「2013 年農民
工（出稼ぎ労働者）観測調査報告書」によれば，非農産業で働く農村労働者は 2億 6,894 万人
に達している。その内，地元を離れて就労している労働者は 1億 6,610 万人であり，地元で就






















































































































































村の荒廃という深刻な問題を解決するために，2003 年 10 月に開かれた中国共産党中央委員












































































万人，つまり総人口の 46.7％は農村に常住している。30 年後即ち 2040 年代半ばになると，中
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